
へ
消
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

一
下
士
官
に
過
ぎ
な
か
っ
た
私
に
は
、

す
べ
て
を
正
確
に
語
れ
る
ほ
ど
詳
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
今
の

う
ち
な
ら
残
留
体
験
者
も
ま
だ
大
勢
健
在
の
は
ず
。
体
験
者
に
は

「
語
り
つ
ぐ
」
義
務
が
あ
る
と
思
う
。
生
き
て
い
る
う
ち
に
み
ん

な
で
協
力
し
た
い
も
の
だ
。

人
類
は
平
和
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
や
、
す
べ
て
の
生
物

が
平
和
共
存
の
た
め
の
良
き
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
べ
き
だ
。
そ
の
た

め
の
「
生
き
証
人
」
と
し
て
、
私
た
ち
『
大
正
生
ま
れ
』
を
中
心

と
す
る
世
代
は
、
日
本
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
の
動
乱
期
を
生
き
ぬ

い
て
き
た
、

唯
一
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

入
隊
す
る
ま
で
『
極
右
思
想
』
に
共
鳴
し
て
い
た
私
は
、
山
西

に
残
留
し
、
中
国
内
戦
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
『
戦
争
』
と

は
何
か
を
、
も
う
一
度
初
め
か
ら
考
え
直
す
よ
う
に
な
っ
た
。

戦
場
で
、
青
春
を
無
惨
に
散
ら
せ
た
敵
味
方
を
思
う
今
、
日
夜

こ
の
手
に
数
珠
を
は
め
て
い
る
。

世
界
の
本
当
の
平
和
が
到
来
す
る
こ
と
を
、
ひ
た
す
ら
希
っ
て
。

二
度
の
傷
病
を
の
り
こ
え
て　 

滋
賀
県
　
奥
野
豊
蔵
　 

ま
ず
私
の
家
族
構
成
か
ら
書
き
始
め
る
。
現
在
は
六
人
家
族
で

当
時
は
妻
と
子
の
三
人
家
族
だ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
二
十
九
日
、
三
十
六
歳
の
私
は
第
一
補
充
兵

役
で
中
部
第
四
十
六
部
隊
（
姫
路
）
に
応
召
を
受
け
て
第
二
中
隊

に
編
入
、
植
田
隊
小
笠
原
班
で
教
育
召
集
が
始
ま
っ
た
。

四
月
六
日
夜
分
に
は
行
先
不
明
の
貨
物
列
車
で
姫
路
を
出
発
し

て
下
関
、
博
多
を
経
て
釜
山
か
ら
朝
鮮
平
壌
に
到
着
し
、
ひ
ろ
び

ろ
と
し
た
小
高
い
丘
で
毎
日
訓
練
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
六
月
の
あ
る
日
、
日
射
し
の
強
い
暑
い
中
を
軽
機
関
銃

を
操
作
し
て
坂
を
登
っ
た
り
降
り
た
り
す
る
う
ち
、
め
ま
い
が
起

こ
り
戦
友
に
助
け
ら
れ
て
療
養
所
に
運
ば
れ
療
養
し
た
。

そ
の
時
、

夢
の
よ
う
な
召
集
解
除
の
命
令
が
あ
り
、
陸
軍
二
等
兵
に
進
級
し

た
。
七
月
五
日
に
平
壌
を
あ
と
に
釜
山
か
ら
博
多
港
に
上
陸
し
て

懐
か
し
い
わ
が
家
に
帰
っ
て
き
た
。



続
い
て
同
年
八
月
二
十
五
日
、
臨
時
召
集
令
を
受
領
し
、
再
度

の
召
集
で
三
十
一
日
に
中
部
第
四
十
七
部
隊
（
鳥
取
）
に
入
隊
し

た
。
そ
し
て
九
月
十
四
日
北
支
派
遣
軍
が
編
成
さ
れ
鷺
第
三
九
一

二
部
隊
に
編
入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
三
日
後
に
鳥
取
か
ら
北
支
那
の

洛
陽
へ
と
出
発
し
た
。
第
百
十
師
団
長
木
村
經
廣
閣
下
、
第
百
六

十
三
連
隊
長
上
阪
勝
大
佐
の
下
に
編
入
さ
れ
た
。
第
一
大
隊
長
稲

垣
毅
治
少
佐
、
第
二
小
隊
長
吉
川
四
郎
少
尉
、
分
隊
長
光
沢
義
一

伍
長
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
十
月
一
日
か
ら
は
白
草
波
で
一
〇
日
間
演
習
お
よ
び
検

閲
を
受
け
た
。
十
一
月
十
三
日
か
ら
は
陳
凸
鎭
に
一
個
小
隊
が
八

路
軍
の
討
伐
に
服
務
し
た
。
こ
こ
で
初
め
て
実
戦
に
出
遭
っ
た
。

敵
は
小
高
い
木
立
ち
の
間
か
ら
パ
ン
パ
ン
と
攻
め
る
の
で
応
戦
し

た
。
ピ
ュ
ン
ピ
ュ
ン
と
頭
や
顔
の
間
を
弾
丸
が
飛
ん
で
全
く
生
き

た
心
地
は
な
く
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
、
人
間
の
殺
し
合
い
の
恐
ろ

し
さ
を
味
わ
っ
た
。

無
我
夢
中
で
前
進
す
る
う
ち
、
い
つ
し
か
我
が
軍
は
山
の
頂
き

に
上
り
、
敵
は
反
対
に
下
か
ら
撃
っ
て
き
た
。
狙
い
撃
っ
て
も
当

た
ら
な
い
の
に
、
運
悪
く
戦
友
の
一
人
が
腹
部
に
貫
通
銃
創
を
受

け
手
当
て
も
で
き
ず
即
死
。
戸
板
に
乗
せ
て
原
隊
に
運
び
、
直
ち

に
そ
の
夜
火
葬
。

十
一
月
に
独
立
野
砲
第
九
中
隊
に
転
属
、
鷺
第
三
九
〇
六
部
隊

佐
賀
隊
に
編
入
に
な
り
、

十
二
月
に
は
陸
軍
一
等
兵
に
進
級
し
た
。

寒
気
と
食
糧
難
と
疲
労
で
六
一
㌔
の
体
重
が
四
九
㌔
に
な
り
凍
傷

に
か
か
り
洛
陽
野
戦
病
院
に
入
院
、
さ
ら
に
新
郷
兵
站
病
院
に
護

送
さ
れ
右
足
第
五
指
根
節
を
切
開
、
切
断
手
術
を
受
け
た
。
二
月

に
は
い
っ
て
北
京
第
一
陸
軍
病
院
に
移
っ
た
が
、
そ
の
途
中
、
北

京
に
向
か
う
列
車
が
敵
機
の
空
襲
に
あ
っ
た
。
他
の
兵
士
た
ち
は

下
車
避
難
し
た
が
、
私
は
歩
け
な
い
た
め
列
車
の
片
隅
に
し
ゃ
が

み
こ
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
大
野
伍
長
が
近
寄
り
、
お
前
と
と
も
に

い
る
ぞ
と
言
っ
て
力
づ
け
て
頂
い
た
こ
と
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
で
あ
る
。

北
京
病
院
で
は
太
陽
燈
照
射
治
療
を
受
け
七
月
に
退
院
し
て
洛

陽
基
地
に
帰
り
、
洛
陽
城
の
警
備
に
つ
い
た
。
そ
し
て
八
月
十
五

日
に
停
戦
命
令
に
な
り
洛
陽
城
を
中
国
側
に
引
き
渡
し
、
十
月
に

武
装
解
除
さ
れ
た
の
で
佐
賀
砲
兵
隊
跡
に
て
捕
虜
生
活
を
送
っ
た
。

そ
の
後
戦
闘
も
な
く
短
い
期
間
で
昭
和
二
十
一
年
三
月
に
引
揚
命

令
を
拝
受
し
て
■
州
、
南
京
を
経
て
上
海
に
集
結
。
暫
く
の
間
渋

在
し
て
、
上
海
港
に
て
乗
船
。
検
疫
、
携
帯
品
の
検
査
等
が
あ
り
、



四
月
三
日
博
多
港
に
入
港
、
米
軍
の
検
疫
そ
の
他
検
査
完
了
後
、

上
陸
し
た
。

解
散
式
で
指
揮
官
の
訓
辞
が
あ
り
、
特
別
列
車
で
夜
中
の
午
前

二
時
に
草
津
駅
に
着
い
て
我
が
家
に
帰
っ
た
。
何
の
連
絡
も
な
く

帰
っ
た
の
で
家
族
一
同
は
び
っ
く
り
し
た
。
し
か
し
何
よ
り
も
無

事
で
あ
っ
て
安
■
し
て
い
た
。




